
               

 

 

 

 

 

 

 

 

  歴史を刻む 

校長 畠山 真 

  

 沈丁花の香りが漂い、日一日と暖かさが増し桃の節句の弥生、三月を迎えます。1年生が植えた

植木鉢の球根が日増しに大きくなり、一生懸命に水やりをしたおかげで、もうじき花が咲きそう

です。 

 2月 18日には、6年生と一緒に東京見学に行き、国会議事堂と江戸東京博物館を見学してきま

した。6 年生にとっては小学校で最後の校外学習となりましたが、美小の 6 年生として立派な行

動をとっていました。 

24 日には、3 年生が長津田囃子保存会の本所さん等をお迎えし、昔からの伝統文化を教えてい

ただきました。本所さんは 70年以上もお囃子を教えていて、社会科の教科書にも載っている人で、

子どもたちは実際に太鼓をたたいて演奏しとても楽しそうでした。また、本所さん手作りの自転

車のミニチュアも一人ひとりにプレゼントされ、子どもたちは大喜びでした。太鼓と笛、日本の

伝統芸能の真髄に触れた気がしました。 

 そして、26日には 4年生の「成長発表会」がありました。4年生も十歳を迎え、これまでに大

きく成長したことを祝い発表しました。一人一人が自分の成長した姿を立派に発表することがで

き、参観された保護者の方々も子どもたちの取り組む様子を見て、成長した姿を実感されたこと

と思います。 

 さて、3 月 18 日には第 47 回卒業証書授与式があります。今、校長室で一人ひとりと面談をし

ています。子どもたちの将来の夢などを聞いていると、本当にしっかりと自分の行く末を見つめ

考えていると感心します。人のために役立つ仕事をしたいとか自分が今やっている運動を大人に

なって選手として実現させたいという人もいます。そして、子どもたちに「字」を書いています

が、この美しが丘小学校での思い出を綴った字もあり、本校に寄せる思いがひしひしと伝わって

きます。 

 6年生は、18日には本校を巣立っていきます。これまで 47年の間に 5418名の卒業生を送り出

してきました。1968年に山内小学校の元石川分校として誕生した美しが丘小学校が歩んできた道

のりは、歴史上の財産として残されています。本校卒業のお父さんやお母さんもいると思います。

ぜひ、6年生の皆さんには、美小の卒業生としての誇りをもち、輝かしい未来に向けて夢と希望を

もって大きく羽ばたいてほしいと思います。そして、6 年生の後を継ぐ 1 年生から 5 年生の皆さ

んは、6年生の残してくれたよき伝統を引き継ぎ、新年度に向けて大いに活躍してほしいと思いま

す。それが、「歴史を刻む」ことになり、美しが丘小学校が代々引き継がれ、強固な伝統を創り上

げていくものと確信しています。 

 この一年間、保護者の皆様、地域の皆様には大変お世話になり、ありがとうございました。心

よりお礼申し上げます。 
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横浜市情報教育ネットワーク（YYネット）上に本校のホームページがあります。 学校長 畠山 真 
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